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第２部 盲ろう者向け通訳・介助員の状況に関する調査 

 
第１章 調査の概要 

 
１．調査の目的 
 通訳・介助に関する学習や活動の状況、通訳・介助に対する意識などを把握することにより、盲ろう者

向け通訳・介助員の今後の養成のあり方やカリキュラムを検討するための基礎資料を得ることを目的とす

る。 
 
２．調査の対象 
 各都道府県の盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業に登録している通訳・介助員 
 
３．調査の基準日 
 平成 25 年 1 月 1 日 
 
４．調査の方法 
 都道府県障害福祉主管課 47 か所に「登録通訳・介助員数に関する調査票」を送付し、平成 24 年 10 月

末日現在の通訳・介助員派遣事業の登録通訳・介助員の総数および使用文字種の内訳（普通文字、拡大文

字、点字）の回答を求めた。 
その後、回答のあった都道府県において、通訳・介助員派遣事業を受託している団体に使用文字種別ご

との調査票を送付し、受託団体から通訳・介助員に調査票を再送付した。 
回収については、同封した封筒に入れて郵送にて返送してもらった。 

 受託団体から調査票の発送日は平成 25 年 1 月下旬、調査票の回答締切日は平成 25 年 2 月 15 日であっ

た。 
 
５．回収状況 
 1,770 通の回収が得られ（回収率：41%）、有効回答は 1,675 通であった（有効回答率：38.8％）。 
 
６．調査項目 
 本調査は本報告書の巻末に掲載した調査票「盲ろう者向け通訳・介助員の状況に関する調査」により実

施した。各調査票における設問および調査項目は次のとおりである。 
 ※［複］とあるのは複数回答となっている項目である。 
 
７．利用上の注意 
 百分率は、小数点以下第 2 位を四捨五入したため、総数・合計欄が 100 になっていても、内訳の合計が

100%とならない場合がある。 
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表 2-1-1 調査項目 

大項目 設問要約 設問
問1 性別 あなたの性別をお答えください。
問2 年齢階級 あなたの年齢をお答えください。
問3 所在地 あなたのお住まいの都道府県を記入してください。
問4 障害 あなたに障害はありますか。
問5 職業 あなたは通訳・介助派遣を除いて、職業に就いていますか。
問6 国家資格・公的資格 あなたは福祉関係の国家資格や公的資格を持っていますか。
問7 通訳・介助以外の福祉

関係業務の登録
あなたは通訳・介助以外の福祉関係の業務について、自治体
や事業所などに登録していますか。

問8 自治体での通訳・介助員
登録

あなたは複数の自治体に通訳・介助員登録をしていますか。

問9 全国盲ろう者協会での
通訳・介助員登録

あなたは社会福祉法人全国盲ろう者協会で通訳・介助員（訪問
相談員）登録をしていますか。

問10 手話経験 あなたは手話でのコミュニケーション経験はありますか。
問11 点字経験 あなたは点訳（点字翻訳）の経験はありますか。
問12 通訳・介助員養成講習

会の受講状況
あなたは自治体で実施されている通訳・介助員養成講習会を受
講しましたか。（登録者向けの「現任研修」などは含みません）

問13 機関・団体主催の研修
会の受講状況

あなたは以下にあげる講習会を受講しましたか。

問14 コミュニケーション方法
の習得状況

あなたは盲ろう者のコミュニケーション方法を、どの程度身につ
けていますか。それぞれの方法について、あてはまる番号１つ
に○をしてください。

問15 通訳・介助員養成講習
会の受講により習得した
コミュニケーション方法
［複］

（問12で「受講している」に○を付けた方にお尋ねします）あなた
が身につけている（少なくとも1対1の対話ができる）方法のうち、
通訳・介助員養成講習会を受講することによって身に付けたコ
ミュニケーション方法をお答えください。[あてはまる番号すべて

問16 通訳・介助員養成講習
会の有用度

（問12で「受講している」に○を付けた方にお尋ねします）通訳・
介助員養成講習会は、通訳・介助活動をするうえで、役に立っ
たと思いますか。[あてはまる番号１つに○]

問17 通訳・介助員養成講習
への要望・ニーズ

通訳・介助員養成講習会について、もっと講習が必要だと思う
内容やあまり講習が必要でないと思う内容があれば、自由にご
記入ください。

問18 通訳・介助活動歴 あなたはこれまで通訳・介助活動をしたことがありますか。
問19 過去１年間の通訳・介助

活動状況
あなたは過去１年間（2012年１月１日～2012年12月31日）に、登
録をしている自治体で通訳・介助活動をしましたか。

問20 担当盲ろう者の年齢層
［複］

過去１年間（2012年１月１日～2012年12月31日）の通訳・介助活
動のなかで、あなたが担当したことのある盲ろう者の年齢層を
お答えください。[あてはまる番号すべてに○]

問21 最多担当盲ろう者の年
齢層

問20でお答えになった年齢層のうち、過去１年間の通訳・介助
活動のなかで、あなたが最も担当した日数の多かった盲ろう者
の年齢層をお答えください。[あてはまる番号１つに○]

問22 担当盲ろう者のコミュニ
ケーション方法［複］

過去１年間（2012年１月１日～2012年12月31日）の通訳・介助活
動のなかで、あなたが担当したことのある盲ろう者の受信コミュ
ニケーション方法をお答えください。[あてはまる番号すべてに

問23 最多担当盲ろう者のコ
ミュニケーション方法

問22でお答えになったコミュニケーション方法のうち、過去１年
間の通訳・介助活動のなかで、あなたが最も担当した日数の多
かった盲ろう者の受信コミュニケーション方法をお答えください。
[あてはまる番号１つに○]

問24 盲ろう者との関わり方と
通訳・介助活動の考え方

次にあげた文章は、複数の通訳・介助員が「盲ろう者との関わり
方」や「通訳・介助活動に対する考え」について述べた言葉で
す。それぞれについて、あなたの通訳・介助員としての関わり方
や考えと近いかどうか、「まったく当てはまらない」を“１”、「非常
に当てはまる」を“７”として、７段階でお答えください。深く考えず
直感で、それぞれについて番号１つに○をしてください。

問25 通訳・介助活動での課
題・ニーズ

通訳・介助活動にあたるうえで、あなたがお困りになっているこ
とがあれば、自由にご記入ください。

基本的属
性

通訳・介
助に関す
る学習状
況

通訳・介
助に関す
る活動状
況につい
て

通訳・介
助に関す
る意識に
ついて
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第２章 結果の概要 

 
１．調査協力者の基本的属性 
 

（１）性別・年齢階級・所在地 
 

 性別 
「女性」の通訳・介助員の割合が 86.6% 
・「女性」1451 人、「男性」224 人と女性の通訳・介助員が多い。 
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（２）障害 
 

 障害の有無 
障害が「ある」が 15.2% 
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（３）職業 
 

 職業の有無 
職業に「就いている」64.6%、「就いていない」34.4% 
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 雇用の形態 
「常勤」が最も高く 32.6% 
・次いで、「パート・アルバイト」30.3%、「非常勤」19.1%と続く。 
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 不就業の場合の現在状況 
「主婦」が最も高く 68.6% 
・次いで、「無職」が 13.9%と続く。 
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